



1 は じ め に
大学院入学前予備教育日本語研修コースは， 主として， 文部科学省によって配置される大使館推薦国
費研究留学生および教員研修留学生を対象とした日本語集中コースで， 毎年 4月と 10 月に開講し， 各
期15 週間 75 日のコースを提供している。 富山大学留学生センターでは，1999年10月に第l期を開講し，
2011年 3月には第23期生を送り出した。 富山大学に配置される国費研究留学生の数は少なく， 受講定
員に余裕があるため， 2000年10 月開講の第 3期日本語研修コースからは， 学内公募を実施して， 大学
推薦国費研究留学生や 私費研究生等も受け入れている。 本稿では， 2010年 4月から開講した第22期と
同年10月から開講した第23期について報告する。
2 受講者
第22期は， 文部科学省によって配置された国費研究留学生 2人， 学内公募による 私費留学生 4人が
受講 ・修了した。 第 23期は， 文部科学省から大使館推薦で配置された学生はなく， 学内公募による大
学推薦の国費研究留学生や 私費大学院生 ・研究生7人が受講 ・修了した。 受講 ・修了者は表l の通りで
ある。
表1 日本語研修コース受講・修了者 (第22期・第23期)
マルセル マ ノ !アルパニア!富山大学 チャピ ゲンツィ 教授
ビクトル コール チュン ロ シ ア 富山大学 中村 和之 教授
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凌 思 香(リョウ シコウ) 中 国 富山大学 森口 毅彦 教授
章百 小 京(ハン ショウケイ) 中 国 富山大学 松田 健二 教授
宋 振 宇(ソウ シンウ) 中 国 富山大学 唐 政 教授
葺 晶(ジョウ ショウ) 中 国 富山大学 磯部 祐子 教授
レ アイ ソアン ベ トナ ム 富山大学 松本 欣三 教授
ミlレ ワカス アラム イ ン ド 富山大学 岡田 裕之 教授
毛 妓 傑(モウ コウケツ) 中 国 富山大学 唐 政 教授
23 I劉 詩 草(リュウ ショウ) 中 国 富山大学 吉村 敏章 教授
王 研(オウ シン) 中 国 富山大学 前津 宏 一 教授
周 天 楽(シュウ テンラク) 中 国 富山大学 唐 政 教授
哀 環(エン ケイ) 中 国 富山大学 神川 康子 教授
※上記の学生に加え， どち ら の 期も そ れ ぞ れ 1 人 の 私費研究生が受講して いたが， いず れ も 授業の 進度についてい
く こ と が難しく な り ， 途中で受講 を辞退している 。
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3 コ ース担当者
第22期は， センター専任教員 5人(出原節子， 加藤扶久美， 後藤寛樹， 副島健治， 漬田美和) と，
非常勤講師6人(加藤敬子， 中河和子， 藤田佐和子，松岡裕見子， 要門美規，横堀慶子) が授業を担当
し， 第23期は， センター専任教員 5人(出原節子， 加藤扶久美， 後藤寛樹， 副島健治， i賓田美和) と，
非常勤講師6人(中河和子， 永山香織， 藤田佐和子，松岡裕見子， 要円美規，横堀慶子) が授業を担当
した。 どちらの期も後 藤寛樹がコースのコーディネートを担当した。
4 コ ーススケジュール
第22 期は， 2 010年 4月 8 日(木) に開講式， 同年 9月 10 日(金) に修了式を， 第2 3期は， 2 010年
1 0 月7日(木) に開講式， 2011年 3月1日(火) に修了式を行い， どちらの期も 15 週間75 日の集中
授業を行った。 各期の主なスケジュールは 以下の通りである。
<第22期>
2010年 4月6日(火) 文科省配置学生① :諸手続 き， オリエンテーション.
4月7日(水) 学内公募選考
4月 8 日(木) 開講式， 学内公募受講生 :オリエンテーション




6月25日(金) 「 私の国」 発表会
7月24日(土) ・25日(日) ホームステイ， ホームビジット(24日の み)
8月 2日(月) �31日(火) 夏季休業









12月22日(水) �2011年 1月 3日(月) 冬季休業
2011年l月29日(土) ホームビジット




た(表2，3参照)。 初級クラスの「文法J 10コマ中8コマと「語葉・表現J 1聴解J 1文字・漢字J 1会
話」 各lコマの合計 12 コマ， および， 中級クラスの午前中の 10コマ(1文法J 8コマ， 1聴解J 1会話」
各1コマ) は日本語課外補講の授業と合同 で開講される授業である。 通常の授業の他に， 学生の個人の
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習熟度やニーズに合わせた 指導を行うために， 特別 指導も行った。 コース後半 からは， 専門課程への橋
渡しの教育として， 自分の専門についての口頭発表とレポート作 成を行う 「 私の専門」 プロジェクトも
課した。
どちらの期も， 受講者を日本語能力に応じて初級と中級の 2つのレベルに分けて， 授業を行った。
5. 1 時間割
表2 第22期日本語研修 コース時間割
2 3 4 
(8 : 45 � 10 : 15) ( 1 0 : 30 � 12 : 00) (13: OO � 14: 30) (14: 45 � 16 : 15) 
初級 中級 初級 中級 初級 中級 初級 中級
〈文費法問)， 文〈高法高λ〉
文法 3
月 文法A 語葉・表現 コンビュータ コンビュータ 文法C




聴解 作文 特別 指導 特別 指導
〈後 {演田) (後藤〉 (副島) (護国) (藤田) (加藤扶・副島) (漬田・後藤)ト一一一一
7.l< 
文法 文法A 文法 む文法A 読解 ・作文 文字 ・漢字 日本事情
(加藤敬) (中河) (加藤敬) (中河〕 (横堀) ( 漬回) (出原)ト一一一一
文(副法島B〉J木 (文高法畠) ぃ 文法
文法B 文字藤・)漢挟)字
コンビュータ コンビュータ 文法C
(高畠7 〈副)島〕 (加 (後藤) (後藤) ( 副島)
ト一一一一
文(松法岡113 会話金 (横文堀法) 
文法 文法B 読解 特別 指導 特別 指導
(横堀〉 (松岡) (後藤) ( 副島) (漬田・後藤) (加藤扶・副島)
※網か け の クラ ス は 日 本語課外補講 と 合同で開講され る クラ ス で あ る 。
表3 第23期日本語研修 コース時間割
2 3 4 
(8 : 45 � 10 : 15) ( 1 0 : 30 � 12 : 00) (13: OO � 14: 30) (14 : 45 � 16 : 15) 
初級 中級 初級 中級 初級 中級 初級 中級
月 文法 文法A 文法 文法A 聴解 コンビュータ コンビュータ 文法C
(要門) 〈高畠) (要門) (高畠) (加藤欽〉 (演田) o賓田) (加藤扶)
火
文法 聴解 文法 会話 語葉・表現 作文 特別 指導 特別 指導
(後藤) (加藤扶〉 (後藤) (副島〉 (藤田〉 (加藤扶) (加藤扶・副島) (漬田・後藤)
水
文法、 文法A 文法 文法A 読解 ・作文 文字 ・漢字 日本事情







{副島) て憩j島) (後藤) (後藤) ( 副島)
金 (文横法堀) 令 文{松法事 B 文法 | 文法B 会話 読解 特別 指導 特別 指導
時〉 (横堀7 f松陣〉 (後藤) ( 副島) (漬田・後藤) (加藤扶・副島)
※網か け の クラ ス は 日 本語課外補講 と 合同で開講さ れ る クラ ス で あ る O
5.2 日本語科目
初級クラスでは， 基本的な日本語文法を習得し， 運用できるようになる こと， 文字についてもひらが
なやカタカナ， 基本的な漢字を習得する ことを目的として授業を行った。
中級クラスでは， これまでに身につけた文法や語葉の知識をもとに， 中級レベルの文法や語葉を習得
し， 運用力をつける ことを目 指して授業を行った。 午後の 「 文法CJ の時間には， 文法事項の復習と定
着の確認を行った。
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文 法 『 みんなの日本語初級JI， II(スリーエーネットワーク)
『 みんなの日本語 書いて覚える文型練習帳J(スリーエーネットワーク)
『毎日の発音練習J(独自開発テキスト)





語葉 ・表現 『 みんなの日本語初級JI， II(スリーエーネットワーク)
読解 ・作文 『 みんなの日本語 初級で読めるトピック25J(スリーエーネットワーク)
『 みんなの日本語初級 やさしい作文J(スリーエーネットワーク)
『楽しく読もうJ(凡人社)
文字 ・漢字 『ストーリーで覚える漢字 300J(くろしお出版)




文 法 A r J.BridgeJ (凡人社)
文 法 B r日本語中級 J30Ur日本語中級 J50U(スリーエーネットワーク)
文 法 c r みんなの日本語初級J II (スリーエーネットワーク)(第22 期)
『初級日本語文法総まとめポイント2 0J(スリーエーネットワーク)(第2 3期)
『中級日本語文法要点 整理ポイント2 0J(スリーエーネグトワーク)(第2 3期)
『毎日の発音練習J(独自開発テキスト)
聴 解 『 新 ・毎日の聞き取り 50 日 上 ・下J(凡人杜)
会 話 『日本語中級 J30Ur日本語中級 J50U(スリーエーネットワーク)
文字 ・漢字 『留学生のための漢字の教科書 中級 70 0J(国書刊行会)(第22 期)
nntermediate Kanji BookJ Vol.l (凡人社)(第22 期)
nntermediate Kanji BookJ Vo1 .2 (凡人社)(第2 3期)
読 解 『日本語の表現技術 読解と作文 中級J(古今書院)





ま た， 留学生と日本人学生が共に自国の言語や文化に対する関心を高め， 異文化を理解し， 異文化コ
ミュニケーション能力を養う ことを目 指す。
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5.4 コ ン ビュー タ
この授業では， 留学生が日本語環境でコンビュータの基本的な操作をする ことができ， ひらがなやカ




問題があるが， この授業ではそれを克服できるように 指導する ことが大きな目的である。 また， 専門課
程での勉学に備えて， ワープロソフトや表計算ソフト， プレゼンテーションソフトなどを使えるように






5.5 口頭発表プ ロ ジ ェ ク ト
5.5. 1 口頭発表プ ロ ジ ェ ク ト
日本語研修コースに在籍する留学生は， そのほとんどが大学院へ進学する予定の学生であり， コース
が始まって半年後にはそれぞれの専門課程に進んで専門の勉強や研究を始めなければならなL、。 本コー
スでは， 留学生が日本の大学院での研究活動を効 率的に進められるように， スピー チ発表会で自分の専
門の内容を簡単に説明する口頭発表を行い， さらにレポートにまとめるというプロジェクトを学生に課
している。 これまで自国で研究してきた内容と富山大学で研究したい内容について紹介するための原稿
を作 成し， スピー チ発表会で発表し， レポートにまとめるというプロジェクトである。 この活動は， 一
般日本語， コンビュータ， そして専門の学習が 一体となって行われるものである。
具体的には， 留学生は自分の専門について， 専門用語を調べたり， 必要な情報をインターネットなど
から得たり， あるいは必要に応じて所属研究室の 指導教員や学生に 質問したりした 上で， 作文の時間に
発表原稿を作 成し， コンビュータの時間にプレゼンテーションソフトを使用してスライドを準備した。
その後練習を重ね， 最終的には， コース修了前に開催されるスピー チ発表会で， 作 成したスライドを示
しながらプレゼンテーションを行った(5.5.2 参照)。 さらに， 学生は発表原稿を元にしてレポートを作
成した。 学生の作 成したレポートは， 第22 期， 第2 3期のものをまとめ， 日本語研修コース修了レポー
ト集『らいちょう』として発行した(5.5. 3参照)。
5.5.2 スピーチ発表会
スピー チ発表会は， 第22 期は2 010年 9月 2日(木) に， 第2 3期は2 011年 2月 16日(水) に， そ
れぞれ午後 1 時半 より開催した。 第22 期は22 人， 第2 3期は16人の出席者があった。 出席者は学生の
指導教員やセンターに関係のある教員， 学務部学生支援グループ留学支援 チーム職員， 富山大学の留学
生および日本人学生などである。
留学生は， 発表会に 向けて， 指導教員， 同じ研究室の先輩留学生， 日本人学生に協力してもらいなが
ら熱 心に準備を進めた。 発表会に 向けた準備は， 作文とコンビュータの授業の中で行ったほか， 日本語




スピー チ発表会で口頭発表を行った原稿をもとにレポートを作 成し， 修了レポート集『らいちょう』
として発行した。 留学生は各自の専門についてのレポートを作 成したほか， それぞれの期の中表紙， 寄
せ書き， 写真のページなどを共同で作 成した。 各自の能力を発揮し， 話し合いを進めながら，コンビュー
タの授業で学んださまざまな文書の作り方などを能 率良く活かし， 完 成度の高い文集を作り 上げた。
6 成績評価
初級クラスは， メインテキスト cr みんなの日本語.Dに基づく定期試験を実施し， また， I語葉 ・表
現J I文字 ・漢字」 のクラスでは期 末試験を実施した。 中級クラスは， メインテキスト cr J .BridgeJ r日
本語中級 J30Ur日本語中級 J50U) に基づく定期試験を実施し， また， I聴解J I文字 ・漢字」 のクラ
スではそれぞれ期 末試験を実施した。 口頭発表プロジェクトについても， 原稿と発表会当日の発表を教
員が採点し， プロジェクトの 成績を出した。 コース修了時に， 定期試験， その他の試験， 口頭発表プロ
ジェクトの 成績を総合して， コース全体の 成績判定を行い， コースへの出席 率も含めた 成績表を作 成し
て， 受講者本人と 指導教員へ通知した。
7 コ ース評価
日本語研修コースでは， コース 改善に役立てるために， コース終了時にコースエバリュエーションの
アンケートを行っている。 実施前に， 成績等には全く影響しない ことを伝えた 上で， 授業の内容， テキ
スト， 教師の教え方， コンビュータ授業， 口頭発表プロジェクト， 日本人学生との時間， ホームステイ ・
ホームビジットについて， 調査を行った。 それぞれの期のコース 評価の結果を表 4， 表 5に示す。 なお，
回答方法は， 5段階で、評点をつけるものと， 与えられた選択肢から該当する答えを選択するものとがあ
るが， 回答結果については後者の結果の みを掲載している。 また， 自由意見は日本語または英語で 記入
させ， 英語から日本語への翻訳， 日本語の訂正はコーディネーターが行った。
表4 第22期コース評価
質問及び回答結果 自 由 意 見
(コース全体)
コースは役に立ったか : 5段階 評点 -難しい日本語をたくさん勉強した。
スケジュールはどうだったか : -会話の練習がたくさんあった方がいい。





授業はどうだったか : 5段階 評点 -ありがとうございます。
教科書はどうだったか : 5段階 評点 -とてもよいと，思う。
ハンドアウトはどうだったか : 5段階 評点
教師の教え方はどうだったか : 5段階 評点
(テスト)
テストはどうだったか : 5段階 評点 -難しかった。
テストは多かったか : -会話テストを多くしてくださL、。




































































した 4人， 普通 3人
(日本語の授業)
授業はどうだったか : 5段階 評点
教科書はどうだったか : 5段階 評点
ハンドアウトはどうだったか : 5段階 評点
教師の教え方はどうだったか : 5段階 評点
(テスト)
テストはどうだったか : 5段階 評点
テストは多かったか :
多い 3人， ちょうどよい 4人
(コンビュータ授業)
授業は役に立ったか : 5段階 評点
テキストはどうだったか : 5段階 評点




プロジェクトは役に立ったか : 5段階 評点

































ホームステイ ・ ホームビジットは楽しかったか :





























このコースは1日 4コマ， 75 日間の集中コースという こともあり， 受講者の中には研究活動を同時
に進めながら受講している留学生がいるため， どうしてもスケジュールが忙しいととらえられてしまう
傾 向がある。 特に， 第2 3期は既に大学院生として富山大学に入学した学生も受講しており， 研究を進
めながらの受講が大変であった ことは容易に想像できる。 とはL、ぇ， 第22期， 第2 3期ともに， コース
は役に立ったかという問いに対して， 5 段階 評点で 平均 4. 8 以 上の回答が得られている ことから， 受講
者のコースへの満足度は高かったと言えるだろう。 自己の日本語の 上達度についての問いにも， 多くの
学生が 「 上達した」 と答えており， この点からも受講者のコースに対する満足度が高いという ことがう
かがえる。
日本語の授業についての問いでは， ほとんどの項目に対して 5段階 評点で 平均 4.7 以 上の高い 評価が
得られている。 これに対して， テストについての間いでは 5段階の 評点による 評価がやや低く， またテ
ストの回数についても， r多すぎるJ r多L、」 という回答が第22期， 第2 3期ともに見られた。 学生が必
要 以 上の負担を感じなくて済むように工夫をしていく ことも大事かもしれないが， 自由記述でのコメン
トを見る限りでは， テストの多さや大変さは肯定的にとらえられているのではないだろうか。
コンピュータの授業や口頭発表プロジェクトについても， 概ね高い評価を得ている。 コンビュータの
授業については， 第2 3期の自由記述に「 簡単な練習が多すぎる」 という 記述が見られた。 これを書い
たのはコンビュータを専門とする学生で， コンビュータの操作自体にはかな り慣れており， そのため授
業内で行ったさまざまな練習が簡単に感じられたのであろう。 口頭発表プロジェクトについては， 第
22期の自由記述で「 プロジェクトを通して， 話す ことが 上手になった」 という， 達 成感を感じた こと
を示すコメントが見られた。 学生が このプロジェクトをきっかけに， 日本語で話す ことに自信を持った
ことを表しており， ひいては， その後の力の伸びにつながっていくものであると考えられる。 実際， こ
れを書いた学生の 指導教員からは， コース修了後に学生の伸びを高く 評価するメールが届いている。
見学， ホームステイ・ ホームビジット， 日本事情についても概ね良い 評価が得られた。 受講した学生
たちは， これらの機会を， 教室での日本語学習 以 外に日本の文化や習慣について学んだり， 習った日本
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語を実際に使ったりできる良い機会だととらえられているようである。
8 おわ り に
大学院入学前予備教育 ・日本語研修コースは， 2 011年 3月に第2 3期生を送り出し， これまでの修了
生は， 文部科学省からの配置学生， 学内措置による受講者を合わせて 15 8人となった。
2 010年度には， これまで研修コース単独の授業として開講していた初級クラスの 午後の授業科目の
うち， 新たに 3つの科目を日本語課外補講の学生も受講できる科目として開講する ことになった。 その
ために科目の内容についても見直しを行った。 日本語研修コースの受講者に これまでと同じ 質 ・内容の
授業を提供しつつ， 日本語課外補講の受講者が空いている時間に希望する科目を選択して履修できるよ
う， 授業科目ごとに 扱う内容を独立させる形で 整備した。 日本語研修コースと日本語課外補講は2 005
年度から 一部の授業科目の合同授業化を進めてきた。 初級クラスについては， 2 010年度から 新たに合
同授業となった 3つの科目も含めて，合同クラスにする ことによってクラス当たりの人数が増え，コミュ
ニケーション重視の練習の幅が広がり， 合同化がうまく機能していると言える。 一方， 中級クラスは





また，第22 期，第2 3期ともに， 1人の学生が途中で受講を辞退する結果になった。 第22 期の場合は，
当該学生が開講直後に家庭の事情で 一時帰国しなければならなくなり， 再来日時には既にコースがかな
り進んでいて， 他の受講者に追いつけなかったという事情がある。 第2 3期の場合は， 体調 不良などに
よる 欠席が度重なり， 同様にコースの内容についていけなくなった。 どちらの学生に対しても， 特別 指
導などでできる限り他の学生に追いつけるような手立てを講じたが， 最終的には受講を辞退するに至っ
た。 病気や家庭の事情などやむを得ない場合もあるだろうが， できるだけ このような事態にならないよ
う， 学内公募での面 接， オリエンテーション， コース開講後の 指導の効果的な実施について検討し， 対
応していきたL、。
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